
cwm-102 / 汚染水-102 

段階： Preparation 

廃炉プロセス 「汚染水対策」 

  検討対象 「現状把握」 

    課題 「地下・建屋の現状把握」 

ニーズ 

1. 地下水挙動・全体像を把握したい 

汚染水対策：【短期】 

望ましい現状とその理由 

⚫ 現在、山側から海側に流れている地下水が、原子炉建屋等に流れ込み、建屋内等に溜まっている放

射性物質を含む水と混ざることなどで汚染水が増加している。汚染源を「取り除く」、汚染源に水

を「近づけない」、汚染水を「漏らさない」の 3 つの基本方針にそって、地下水を安定的に制御す

るための、重層的な汚染水対策が進められている。 

⚫ 地下水挙動やその全体像を把握することができれば、3 つの基本方針に基づく重層的な汚染水対策

をより実効的に進めることが可能となるため、地下水挙動やその全体像を把握することが望まれる。  

理想と現実のギャップ／解決すべき課題 

⚫ 降雨等（IN 側）と汚染水の増加量（OUT 側）の関係は把握できているものの、その途中（地下水

量、建屋内への流入量、建屋に流入しなかった量、地下水バイパスの量、サブドレンの量、地下水

の経路、等）の詳細は分かっていない。地下水・汚染水への合理的・体系的対処のためには、それ

らの挙動を全体的に把握する必要がある。 

⚫ 建屋周辺の土壌に含まれる核種の移行を評価するためにも、建屋周辺の地下水挙動を把握する必要

がある。 

（参考）関連する研究課題 

実施されている研究課題 

• R1 年度英知「化学計測技術とインフォマティックスを融合したデブリ性状把握手法の開発とタイア

ップ型人材育成」 

– https://jopss.jaea.go.jp/pdfdata/JAEA-Review-2020-065.pdf 

• R1 年度英知「微生物生態系による原子炉内物体の腐食・変質に関する評価研究」 

– https://jopss.jaea.go.jp/pdfdata/JAEA-Review-2020-047.pdf 



検討されている研究課題 

• 特になし 

2. 建屋流入箇所を把握したい。 

汚染水対策：【中期】 

望ましい現状とその理由 

⚫ 現在、山側から海側に流れている地下水が、原子炉建屋等に流れ込み、建屋内等に溜まっている放

射性物質を含む水と混ざることなどで汚染水が増加しているため、建屋への流入箇所を把握できる

ことが望ましい。 

理想と現実のギャップ／解決すべき課題 

⚫ トーラス室から建屋内に流入していることは確認できているが、原子炉建屋周辺は高線量であるた

め調査は容易ではない。特に、具体的な流入場所とその量は把握できておらず、実際にトーラス室

にロボットを入れて調査しても流入箇所の特定には至っていない。 

⚫ 地下水が建屋に流入することを防ぐためには、具体的に、どこにどの程度の規模の流入箇所が存在

し、流入箇所の形状やその周辺がどの様になっているのかを明らかにする必要がある。（完全止水

の方法を検討するための前提条件を把握する必要がある）。 

（参考）関連する研究課題 

実施されている研究課題 

• R1 年度英知「化学計測技術とインフォマティックスを融合したデブリ性状把握手法の開発とタイア

ップ型人材育成」 

– https://jopss.jaea.go.jp/pdfdata/JAEA-Review-2020-065.pdf 

検討されている研究課題 

• 特になし 

3. 海水モニタリングを行いたい。 

汚染水対策：【短期】 

望ましい現状とその理由 

⚫ 汚染水の漏洩の有無は、最終的には海洋への漏洩を検知することで担保されるため、海水モニタリ

ングは重要である。効率的かつ効果的な港湾内の海水モニタリングの方法が望まれる。 

理想と現実のギャップ／解決すべき課題 

⚫ 港湾内・港湾外の海水モニタリングを迅速・簡便・体系的に実施する必要がある。 



⚫ 福島県、環境省、海上保安庁、国土交通省が各々でモニタリングを実施している。効率的なモニタ

リングを実施するには各ステークホルダーが連携していく必要がある。 

（参考）関連する研究課題 

実施されている研究課題 

• 特になし 

検討されている研究課題 

• CUUSOO「海水中のトリチウム濃度を連続監視する技術および装置」 

関連する課題 

➢ 汚染水-201「地下・建屋水位コントロール」 

➢ 汚染水-202「構造物健全性確保」 

➢ 汚染水-301「効率的・効果的な水処理」 

➢ 輸保貯-102「廃棄物戦略」 

➢ 処-303「敷地の除染、線量率低減」 

➢ 処-304「各種管理区域解除」 

➢ 共-1「遠隔技術」 


